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12月定例会 
（２）ふそう議会だより 平成20年３月１日 

12
月
定
例
会
の
概
要 

　
平
成
19
年
12
月
3
日
か
ら
19
日
ま
で
、
12
月
定
例
会
を
開
催
し
ま
し

た
。今
回
の
定
例
会
で
は
、一
般
会
計
補
正
予
算
を
始
め
34
案
件
の
審
議

を
行
い
ま
し
た
。 

一
般
会
計
補
正
予
算 

歳

入

 

　
12
月
定
例
会
で
可
決
し
た
一
般
会
計

補
正
予
算
額
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

５
２
９
４
万
９
千
円
を
減
額
し
、
総
額

80
億
４
５
２
０
万
７
千
円
で
す
。
主
な

内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

  

安
全
・
安
心
な
学
校
づ
く
り
交
付
金 

　
扶
桑
中
学
校
耐
震
改
修
工
事
が
完
了

し
た
こ
と
及
び
交
付
率
の
変
更
に
伴
う

も
の
で
す
。 

県
民
税
徴
収
取
扱
交
付
金 

　
今
年
度
よ
り
交
付
内
容
が
変
わ
っ
た

た
め
、
平
成
19
年
４
月
、
５
月
特
別
徴

収
分
の
計
上
漏
れ
に
よ
る
も
の
で
す
。 

学
校
教
育
施
設
建
設
基
金
繰
入
金 

　
扶
桑
中
学
校
耐
震
改
修
工
事
の
完
了

に
伴
う
精
査
、
事
業
債
借
入
れ
に
伴
う

財
源
変
更
及
び
柏
森
小
学
校
増
築
工
事

契
約
に
伴
う
精
査
に
よ
る
も
の
で
す
。 

な
お
、
12
月
19
日
現
在
の
基
金
残
高
は

２
億
９
４
９
６
万
円
で
す
。 

柏
森
小
学
校
校
舎
増
築
事
業
債 

　
増
築
工
事
に
対
す
る
補
助
対
象
が
減

額
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。 

扶
桑
中
学
校
大
規
模
改
修
事
業
債 

　
大
規
模
改
修
に
伴
う
財
源
で
あ
り
、

当
初
は
基
金
繰
入
れ
の
予
定
で
あ
っ
た

が
、
起
債
に
変
更
す
る
も
の
で
す
。 増築中の柏森小学校増築中の柏森小学校 増築中の柏森小学校 

歳

出

 

障
害
者
医
療
扶
助
費 

　
精
神
障
害
者
医
療
費
の
伸
び
が
予
想

さ
れ
る
た
め
、
増
額
す
る
も
の
で
す
。 

福
祉
給
付
金
（
老
人
分
）
扶
助
費
　 

　
福
祉
給
付
金
対
象
者
の
医
療
費
の
伸

び
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
増
額
す
る
も

の
で
す
。 

障
害
者
自
立
支
援
扶
助
費 

　
施
設
訓
練
等
支
援
費
か
ら
介
護
給
付

費
へ
の
移
行
等
実
績
見
込
み
に
伴
う
精

査
で
す
。 

商
工
業
振
興
事
業
費 

　
商
工
業
振
興
資
金
融
資
金
額
の
増
額

が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
商
工
業
振
興
資

金
融
資
保
証
料
助
成
金
を
増
額
す
る
も

の
で
す
。 

代
替
職
員
設
置
事
業
費 

　
園
児
数
の
減
少
等
に
伴
う
臨
時
保
育

士
、
代
替
保
育
士
等
の
賃
金
精
査
で
す
。 

江
南
丹
羽
環
境
管
理
組
合
負
担
金
　 

　
18
年
度
の
事
業
運
営
費
の
精
算
で
あ

り
、
ご
み
の
搬
入
量
の
増
加
に
よ
る
も

の
で
す
。 

小
学
校
校
舎
施
設
営
繕
工
事
費 

　
山
名
小
学
校
の
漏
水
に
伴
う
給
水
管

改
修
工
事
費
及
び
各
小
学
校
の
改
修
工

事
等
の
精
査
で
す
。 

柏
森
小
学
校
増
築
事
業
費
　
　 

　
増
築
工
事
の
入
札
に
よ
る
精
査
で
す
。 

扶
桑
中
学
校
校
舎
耐
震
補
強
等
改
修
工

事
費 

　
改
修
工
事
完
了
に
よ
る
精
査
で
す
。 

総
合
体
育
館
改
修
工
事
費 

　
改
修
工
事
完
了
に
よ
る
精
査
で
す
。 

     補正した主な予算 

　歳　　　入（700万円以上のもの) 

安全・安心な学校づくり交付金 

県民税徴収取扱交付金 

学校教育施設建設基金繰入金 

柏森小学校校舎増築事業債 

扶桑中学校大規模改修事業債 

　歳　　　出（350万円以上のもの） 

障害者医療扶助費 

福祉給付金（老人分）扶助費 

障害者自立支援扶助費 

商工業振興事業費 

代替職員設置事業費 

江南丹羽環境管理組合負担金 

小学校校舎施設営繕工事費 

柏森小学校増築事業費 

扶桑中学校校舎耐震補強等改修工事費 

総合体育館改修工事費 

 

 

14, 476千円 

7, 193千円 

△74, 364千円 

△30, 000千円 

39, 300千円 

 

3, 871千円 

4, 358千円 

△4, 519千円 

 3, 825千円 

△10, 459千円 

3, 853千円 

8, 409千円 

△35, 368千円 

△11, 595千円 

△7, 545千円 

※△は減額するものです 
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平成20年３月１日 （３）ふそう議会だより 

条
例
等
の
主
な
内
容
と
結
果

条
例
等
の
主
な
内
容
と
結
果 

条
例
等
の
主
な
内
容
と
結
果 

第
４
次
扶
桑
町
総
合
計
画
基
本
構
想
の

策
定 

　
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
す

る
上
で
、
平
成
20
年
度
か
ら
平
成
29
年

度
ま
で
の
新
た
な
基
本
構
想
を
策
定
す

る
も
の
で
す
。 

　
な
お
、
第
４
次
扶
桑
町
総
合
計
画
基

本
構
想
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
﹇
継
続
審
査
﹈

扶
桑
町
立
小
・
中
学
校
の
自
然
教
室
の

助
成
に
関
す
る
条
例
の
制
定
（
議
員
提

案
） 

　
平
成
18
年
度
に
廃
止
さ
れ
た
自
然
体

験
活
動
推
進
事
業
助
成
金
を
復
活
さ
せ

る
た
め
の
条
例
で
す
。
　
　  [

否
　
決]

扶
桑
町
精
神
障
害
者
医
療
費
支
給
条
例

の
制
定 

　
１
級
又
は
２
級
の
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
を
交
付
さ
れ
た
方
の
精
神
疾

病
に
よ
る
入
通
院
に
つ
い
て
、
自
己
負

担
額
を
助
成
す
る
た
め
の
条
例
で
す
。 

　
な
お
、
前
記
以
外
の
方
の
精
神
疾
病

に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
ど
お
り
、
通
院

は
自
己
負
担
の
全
額
、
入
院
は
自
己
負

担
額
の
２
分
の
１
を
助
成
し
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　﹇
可
　
決
﹈ 

扶
桑
町
乳
幼
児
医
療
費
支
給
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例 

　
平
成
20
年
４
月
よ
り
、
子
ど
も
医
療

費
支
給
条
例
に
改
名
し
、
小
学
校
６
年

生
ま
で
の
通
院
医
療
費
、
中
学
校
３
年

生
ま
で
の
入
院
医
療
費
の
自
己
負
担
額

を
助
成
す
る
た
め
の
条
例
で
す
。 

　
な
お
、
町
か
ら
の
提
案
は
、
通
院
医

療
に
つ
い
て
は
小
学
校
３
年
生
ま
で
の

助
成
で
し
た
が
、
健
康
福
祉
常
任
委
員

会
に
６
年
生
ま
で
の
修
正
案
が
提
出

さ
れ
、
可
決
し
ま
し
た
。　﹇
修
正
可
決
﹈ 

扶
桑
町
駅
周
辺
整
備
施
設
建
設
基
金
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
を
廃
止

す
る
条
例 

　
駅
周
辺
整
備
施
設
建
設
が
完
了
し
た

た
め
、廃
止
す
る
条
例
で
す
。﹇
可
　
決
﹈ 

  

■
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
の
実
現

を
求
め
る
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る

陳
情
書
　
　
　
　
　 

　  

﹇
採
　
択
﹈ 

■
介
護
・
福
祉
・
医
療
な
ど
社
会
保
障
の

施
策
拡
充
に
つ
い
て
の
陳
情
書 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　﹇
不
採
択
﹈ 

■
深
刻
な
医
師
不
足
打
開
の
た
め
の
法

制
定
を
求
め
る
陳
情
　
　
﹇
採
　
択
﹈ 

■
看
護
職
員
確
保
法
の
改
正
を
求
め
る

陳
情
　
　
　
　
　
　
　
　﹇
採
　
択
﹈ 

■
「
現
行
保
育
制
度
の
堅
持
・
拡
充
、
保

育
・
学
童
保
育
・
子
育
て
支
援
予
算
の

大
幅
増
額
」を
求
め
る
意
見
書
提
出

の
陳
情
書
　
　
　
　   

　﹇
採
　
択
﹈ 

■
障
害
者
（
児
）の
い
の
ち
と
く
ら
し
を

守
る
支
援
施
策
に
関
す
る
国
へ
の
意

見
書
提
出
つ
い
て
の
陳
情
書 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　﹇
採
　
択
﹈ 

■
ア
パ
ー
ト
建
設
中
止
を
求
め
る
陳
情

書
　
　
　
　
　
　
　
　
　﹇
取
下-

げ
﹈ 

陳
情
の
結
果 

柏森駅北口周辺柏森駅北口周辺 柏森駅北口周辺 

扶桑中学校自然教室（若狭湾）扶桑中学校自然教室（若狭湾） 扶桑中学校自然教室（若狭湾） 

  

　
税
制
改
革
に
よ
り
、
所
得
税
は
大

増
税
さ
れ
、
そ
れ
に
連
動
し
て
介
護

保
険
料
や
国
民
健
康
保
険
税
が
引
き

上
げ
ら
れ
雪
だ
る
ま
式
の
負
担
増
に

な
っ
て
い
る
。
若
い
世
代
は
、
労
働

者
派
遣
法
の
改
悪
に
よ
っ
て
、
正
規

雇
用
が
減
少
し
非
正
規
雇
用
が
拡
大

し
て
い
る
。
こ
う
い
う
と
き
に
地
方

自
治
体
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
必

要
が
あ
る
の
に
、
役
割
を
放
棄
し
た

町
政
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
今
回
の

補
正
予
算
は
、
住
民
の
暮
ら
し
を
守

り
福
祉
を
充
実
さ
せ
る
観
点
で
予
算

編
成
を
し
て
い
な
い
の
で
反
対
す
る
。 

  

　
今
回
の
補
正
予
算
は
、
歳
入
で
は
、

国
庫
、
県
支
出
金
の
精
査
や
組
替
え

等
、
学
校
教
育
施
設
建
設
基
金
利
子

の
増
額
、寄
付
金
の
計
上
、
学
校
教

育
施
設
建
設
基
金
繰
入
金
の
減
額
、

衛
生
費
雑
入
の
増
額
、
町
債
の
精
査

な
ど
が
さ
れ
て
い
る
。
歳
出
に
つ
い

て
は
、
平
成
20
年
度
に
第
２
分
団
が

県
操
法
大
会
へ
出
場
す
る
た
め
の
消

防
団
活
動
費
、
小
学
校
校
舎
施
設
営

繕
工
事
費
と
し
て
山
名
小
学
校
給
水

管
改
修
工
事
、
寄
付
金
に
よ
る
図
書

整
備
運
営
費
な
ど
が
適
切
に
補
正
さ

れ
て
い
る
の
で
賛
成
す
る
。 



健
康
福
祉
常
任
委
員
会
関
係

健
康
福
祉
常
任
委
員
会
関
係 

健
康
福
祉
常
任
委
員
会
関
係 

（４）ふそう議会だより 平成20年３月１日 

丹羽郡出初め式（大口町役場前）丹羽郡出初め式（大口町役場前） 丹羽郡出初め式（大口町役場前） 

総
務
文
教
常
任
委
員
会
関
係

総
務
文
教
常
任
委
員
会
関
係 

総
務
文
教
常
任
委
員
会
関
係 

   

　
消
防
団
員
の
定
数
は
。 

　
第
１
分
団
か
ら
第
３
分
団
ま
で
そ

れ
ぞ
れ
20
名
ず
つ
で
、ほ
か
に
団
長
、

副
団
長
を
含
め
63
名
で
あ
る
。 

　
若
い
人
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
多

く
引
き
受
け
手
が
少
な
く
、
苦
労
さ

れ
て
い
る
。
定
数
を
少
な
く
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。 

　
苦
労
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
承
知
し

て
い
る
が
、
近
隣
に
勤
め
て
い
る
人

等
を
確
保
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

定
数
を
減
ら
す
こ
と
は
考
え
て
い
な

い
。 

　
社
会
福
祉
協
議
会
等
の
補
助
団
体

に
対
し
て
寄
付
が
あ
っ
た
場
合
、
補

助
金
の
減
額
を
考
え
る
べ
き
で
は
。 

　
寄
付
金
が
事
業
に
充
て
ら
れ
る
も

の
で
あ
れ
ば
、
減
額
を
行
う
こ
と
と

な
る
が
、
寄
付
金
は
一
時
的
な
歳
入

で
あ
り
、
今
ま
で
補
助
金
を
減
額
し

た
こ
と
は
な
い
。 

　
県
民
税
徴
収
取
扱
交
付
金
が
計
上

漏
れ
で
あ
る
が
、
交
付
基
準
は
。 

　
地
方
税
法
、
県
税
条
例
等
で
規
定

さ
れ
て
い
た
が
、
新
制
度
と
な
り
、

滞
納
部
分
に
つ
い
て
把
握
で
き
な
か

っ
た
。 

　
文
化
会
館
改
修
工
事
の
影
響
で
、

周
辺
の
一
部
の
地
区
の
テ
レ
ビ
の
映

り
が
悪
い
と
聞
く
が
。 

　
テ
レ
ビ
電
波
共
聴
受
信
施
設
の
不

調
に
よ
り
Ｕ
Ｈ
Ｆ
波
の
電
波
が
弱
く

な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
今
回
の

改
修
工
事
と
は
関
係
な
い
と
考
え
て

い
る
。 

　
50
万
円
の
指
定
寄
付
金
で
図
書
を

購
入
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
内
容
は
。 

　
寄
付
者
の
意
向
に
よ
り
、
高
齢
者

や
子
ど
も
向
け
の
本
を
２
２
７
冊
購

入
す
る
予
定
で
あ
る
。 

　
小
中
学
校
の
自
然
体
験
教
室
へ
の

一
人
当
た
り
の
保
護
者
の
負
担
額
は

ど
れ
く
ら
い
か
。 

　
小
学
校
は
１
泊
２
日
で
６
千
円
か

ら
１
万
円
程
度
、
中
学
校
は
２
泊
３

日
で
１
万
円
か
ら
１
万
７
０
０
０
円

程
度
で
あ
る
。 

　
小
中
学
校
の
自
然
体
験
教
室
へ
の

助
成
が
平
成
18
年
度
か
ら
廃
止
と
な

り
、
保
護
者
か
ら
の
苦
情
等
は
な
か

っ
た
か
。 

　
苦
情
等
は
な
く
、
経
済
的
に
困
っ

て
い
る
方
に
対
し
て
は
、
準
要
保
護

に
よ
り
助
成
し
て
い
る
。 

　
保
育
園
の
臨
時
保
育
士
の
中
で
、

８
時
間
勤
務
は
何
人
い
る
か
。 

　
当
初
、
27
人
分
を
予
算
計
上
し
、

現
在
23
人
で
あ
り
、
１
月
以
降
の
採

用
を
３
人
見
込
ん
で
い
る
。 

　
こ
れ
ま
で
、
申
込
み
を
し
て
も
、

す
ぐ
入
園
で
き
な
い
状
況
が
あ
っ
た

が
、
現
在
の
待
機
者
は
。 

　
現
在
、
０
歳
児
が
１
人
、
１
歳
児

が
３
人
待
機
し
て
い
る
が
、
１
歳
児

の
３
人
は
保
育
園
を
指
定
し
て
い
る

た
め
、
実
際
に
は
１
人
で
あ
る
。 

　
親
と
し
て
は
、
地
域
の
保
育
園
に

行
か
せ
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
る
が
、

ど
う
い
う
状
況
か
。 

　
保
育
室
が
定
員
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。 

　
ど
こ
の
保
育
園
が
い
っ
ぱ
い
か
。 

　
高
雄
西
保
育
園
と
柏
森
南
保
育
園

で
あ
る
。 

　
臨
時
保
育
士
の
賃
金
は
い
く
ら
か
。 

　
８
時
間
の
ク
ラ
ス
担
任
が
１
時
間

当
た
り
１
０
５
０
円
、
一
般
保
育
士

が
９
３
０
円
で
あ
り
、
近
隣
市
町
と

比
べ
て
も
極
端
な
差
は
な
い
。 

　
ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
等
が
値
上
が
り

し
て
い
る
の
で
、
高
齢
世
帯
等
弱
者

に
対
し
補
助
す
る
考
え
は
。 

　
現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
が
、

今
後
の
動
向
を
み
て
考
え
て
い
き
た

い
。 
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空き店舗活用として利用される「幸房くわの木」空き店舗活用として利用される「幸房くわの木」 空き店舗活用として利用される「幸房くわの木」 

　
精
神
障
害
者
は
、
精
神
疾
病
だ
け

が
助
成
の
対
象
で
あ
る
が
、
全
疾
患

助
成
す
る
と
い
く
ら
か
か
る
の
か
。 

　
全
疾
患
助
成
す
る
と
、
２
４
０
０

万
円
程
度
の
経
費
と
試
算
し
て
お
り
、

１
３
０
０
万
円
程
度
の
持
ち
出
し
と

な
る
。 

　
精
神
障
害
者
手
帳
の
１
、
２
級
所

持
者
の
み
精
神
疾
病
の
入
院
費
が
全

額
助
成
と
な
り
、
残
り
は
２
分
の
１

の
助
成
だ
が
、
入
院
費
を
全
額
助
成

す
れ
ば
い
く
ら
か
か
る
の
か
。 

　
約
１
２
０
万
円
の
負
担
増
と
な
る
。 

　
精
神
の
患
者
は
何
人
い
る
か
。 

　 

　
２
８
１
人
で
あ
る
。 

　
子
供
医
療
助
成
で
就
学
児
は
償
還

払
い
だ
が
、
現
物
支
給
に
で
き
な
い

か
。 

　
福
祉
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
と
、

１
３
０
０
万
円
程
度
か
か
り
、
毎
年

の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
も
１
９
０
万

円
程
度
必
要
に
な
る
た
め
、
人
口
規

模
や
投
資
効
果
を
考
え
る
と
難
し
い
。

今
後
、
検
討
し
た
い
。 

　
福
祉
給
付
金
制
度
は
、
現
在
、
償

還
払
い
で
あ
る
が
、
現
物
支
給
に
変

わ
る
の
か
。 

　
20
年
４
月
か
ら
現
物
支
給
と
な
る
。 

　
資
源
ご
み
売
上
交
付
金
の
交
付
時

期
が
要
綱
と
違
う
の
で
は
。 

　
今
ま
で
の
経
過
で
、
要
綱
と
違
う

や
り
方
だ
が
、
研
究
し
必
要
が
あ
れ

ば
要
綱
を
改
正
す
る
。 

　
紙
類
の
収
集
量
が
多
く
な
っ
た
の

は
、
地
区
の
集
積
場
で
収
集
す
る
よ

う
に
な
っ
た
か
ら
か
。 

　
そ
の
と
お
り
で
あ
り
、
19
年
４
月

か
ら
全
地
区
で
収
集
し
て
い
る
。 

　
１
ｔ
当
た
り
の
ご
み
処
理
事
業
運

営
費
は
い
く
ら
か
。 

　
２
万
１
０
０
０
円
程
度
で
あ
る
。 

　
可
燃
ご
み
量
の
年
度
別
推
移
は
。 

　
可
燃
ご
み
の
量
は
、
16
年
度
５
４

４
６
ｔ
、
17
年
度
５
６
１
９
ｔ
、
18

年
度
５
７
２
１
ｔ
で
、
事
業
系
の
ご

み
量
は
、
16
年
度
１
６
６
７
ｔ
、
17

年
度
１
５
７
２
ｔ
、
18
年
度
２
０
３

１
ｔ
で
あ
る
。 

　
可
燃
ご
み
減
量
に
伴
う
紙
の
減
量

対
策
の
考
え
方
は
。 

　
紙
類
を
地
域
で
回
収
を
お
願
い
し

て
い
る
背
景
は
、
雑
紙
の
混
入
が
多

い
か
ら
で
あ
り
、
よ
り
良
い
方
策
を

検
討
課
題
と
し
て
い
く
。 

　
空
き
店
舗
活
用
と
し
て
、
幸
房
く

わ
の
木
を
運
営
し
て
い
る
が
、
次
の

拠
点
づ
く
り
の
状
況
は
。 

　
柏
森
発
展
会
は
、
次
を
考
え
て
い

な
い
よ
う
だ
が
、
話
が
あ
れ
ば
支
援

し
て
い
き
た
い
。 

　
特
許
出
願
補
助
等
の
件
数
は
。 

　
特
許
出
願
は
、
毎
年
１
、
２
件
あ

る
が
、
実
用
新
案
出
願
、
国
際
規
格

取
得
は
17
年
度
以
降
申
請
が
な
い
。 

　
下
水
道
受
益
者
負
担
金
の
増
額
及

び
下
水
道
事
業
債
の
減
額
理
由
は
。 

　
受
益
者
負
担
金
は
、
７
月
補
正
で

前
納
を
83
％
、
収
納
率
97
％
を
見
込

ん
だ
が
、
今
回
、
前
納
を
87
％
、
収

納
率
を
98
％
に
算
定
見
直
し
を
し
た
。

事
業
債
の
減
額
は
、
起
債
対
象
に
な

る
工
事
費
が
入
札
に
よ
り
安
く
な
っ

た
た
め
で
あ
る
。 

産
業
建
設
常
任
委
員
会
関
係

産
業
建
設
常
任
委
員
会
関
係 

産
業
建
設
常
任
委
員
会
関
係 

乳児保育（柏森南保育園）乳児保育（柏森南保育園） 乳児保育（柏森南保育園） 
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扶
桑
町
が
取
り
組
む
べ
き
合
併
問
題
に
つ
い
て

扶
桑
町
が
取
り
組
む
べ
き
合
併
問
題
に
つ
い
て 

扶
桑
町
が
取
り
組
む
べ
き
合
併
問
題
に
つ
い
て 

浅
井
捷
史
議
員 

　
し
ば
ら
く
沈
黙
状
態
が
続
い
て
い
る

が
、
こ
れ
か
ら
の
考
え
方
は
。 

　
平
成
17
年
２
月
、
行
政
改
革
大
綱
を

作
成
し
、
自
主
自
立
を
目
標
と
し
た
が
、

地
方
分
権
の
時
代
の
流
れ
の
中
で
合
併

は
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。
今
後
、
方
向
性
を
見
い
だ
す

た
め
に
、
多
く
の
人
に
議
論
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
す
る
。 

 

江
戸
町
政
一
期
目
に
つ
い
て 

　
３
年
半
を
振
り
返
っ
て
思
う
こ
と
は
。 

　
静
か
に
振
り
返
れ
ば
、
様
々
な
事
柄

に
応
じ
て
の
思
い
が
あ
る
。
一
こ
ま
一

こ
ま
の
場
面
に
苦
悩
や
楽
し
さ
が
あ
り
、

そ
れ
が
重
な
り
何
十
年
の
期
間
勤
め
を

し
て
も
過
ぎ
去
れ
ば
あ
っ
と
い
う
間
の

出
来
事
と
の
感
が
あ
り
、
３
年
半
の
期

間
は
一
生
懸
命
働
い
た
ら
過
ぎ
去
っ
た

と
い
う
実
感
が
あ
る
。 

　
今
後
進
む
べ
き
扶
桑
町
の
将
来
像
は
。 

　
地
方
分
権
の
進
展
、
財
政
の
ひ
っ
迫

化
に
よ
り
従
来
の
手
法
に
は
限
界
が
あ

り
新
た
な
発
想
・
知
恵
を
生
か
し
た
地

域
経
営
へ
の
改
革
が
必
要
で
あ
る
。
そ

の
将
来
像
は
「
つ
な
ぐ
手
と
心
で
咲
か

す
大
輪
の
花
（
ひ
ま
わ
り
）
扶
桑
町
」

で
あ
る
。 

会
派
・
真
誠
会
の
提
案
に
つ
い
て 

　
平
成
20
年
度
真
誠
会
の
要
望
項
目
。 

・
行
財
政
改
革
・
健
全
財
政
・
意
識
改

革
・
人
材
育
成
・
住
民
力
の
活
用
と
活

動
支
援
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
導
入
・

危
機
管
理
・
子
育
て
支
援
、
次
世
代
育

成
・
資
源
循
環
型
環
境
自
治
体
・
住
民

福
祉
・
道
路
、
歩
道
整
備
、
治
水
対
策
・

産
業
振
興
、
土
地
の
有
効
利
用
、
後
継

者
の
育
成
。
以
上
へ
の
取
組
姿
勢
は
。 

　
第
４
次
扶
桑
町
総
合
計
画
（
基
本
構

想
・
計
画
）
に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の

項
目
に
真
剣
に
対
応
す
る
。 

子育て支援センター「にこにこらんど」子育て支援センター「にこにこらんど」 子育て支援センター「にこにこらんど」 

　
10
月
９
日
（
火
）
に
臨
時
会
を

開
催
し
、
柏
森
小
学
校
校
舎
増
築

工
事
に
伴
う
工
事
請
負
契
約
締
結

に
つ
い
て
審
議
し
、
原
案
ど
お
り

可
決
し
ま
し
た
。 

 

　
11
月
21
日
（
水
）
に
臨
時
会
を

開
催
し
、
柏
森
小
学
校
校
舎
増
築

工
事
に
伴
う
工
事
請
負
契
約
の
変

更
に
つ
い
て
審
議
し
、
原
案
ど
お

り
可
決
し
ま
し
た
。 

10
月
臨
時
会
を
開
催

月
臨
時
会
を
開
催 

11
月
臨
時
会
を
開
催

月
臨
時
会
を
開
催 

10
月
臨
時
会
を
開
催 

11
月
臨
時
会
を
開
催 
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計
画
的
な
都
市
の
基
盤
整
備
及
び
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

計
画
的
な
都
市
の
基
盤
整
備
及
び
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て 

計
画
的
な
都
市
の
基
盤
整
備
及
び
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

計
画
的
な
都
市
の
基
盤
整
備
及
び
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て 

計
画
的
な
都
市
の
基
盤
整
備
及
び
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て 

間
瀬
英
之
議
員 

　
新
し
く
な
っ
た
柏
森
駅
を
中
心
と
し

た
商
業
地
域
、
住
宅
地
域
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。 

　
用
途
地
域
ご
と
に
町
並
形
成
に
沿
っ

た
法
律
上
の
建
築
制
限
が
あ
る
。
今
後

も
皆
様
と
相
談
し
、
協
力
し
な
が
ら
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
た
い
。 

　
見
る
人
に
好
感
を
与
え
る
ま
ち
の
景

観
づ
く
り
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。 

　
屋
外
広
告
物
に
つ
い
て
は
、
県
の
条

例
に
基
づ
き
看
板
等
無
秩
序
な
設
置
が

行
わ
れ
な
い
よ
う
指
導
し
て
い
く
。 

　
住
宅
が
増
え
空
地
等
が
減
少
す
る
中
、

分
別
収
集
継
続
に
伴
う
ご
み
集
積
所
の

管
理
確
保
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。 

　
手
狭
に
な
り
別
の
場
所
を
確
保
し
、

移
動
し
て
い
る
現
状
を
承
知
し
て
い
る

が
、
今
後
も
集
積
所
の
管
理
確
保
は
地

域
に
お
願
い
し
た
い
。 

　
安
全
安
心
の
食
の
確
保
も
踏
ま
え
て

将
来
に
向
か
っ
て
先
祖
か
ら
受
け
継
ぐ

優
良
農
地
の
確
保
と
農
業
の
保
護
育
成

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。 

　
都
市
的
土
地
利
用
へ
の
用
途
の
移
動

が
見
込
ま
れ
る
中
、
商
業
用
途
等
の
土

地
需
要
を
考
慮
し
つ
つ
も
優
良
農
地
の

確
保
・
保
全
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

調
和
の
と
れ
た
地
域
の
発
展
を
図
っ
て

い
く
。
穀
物
相
場
、
輸
入
農
産
物
等
の

高
騰
や
不
安
全
、
食
品
表
示
偽
装
等
食

の
安
全
安
心
の
確
保
へ
の
不
安
が
全
国

的
に
拡
大
し
て
い
る
。
県
や
Ｊ
Ａ
と
も

連
携
し
安
全
安
心
の
食
の
確
保
に
向
け
、

休
耕
田
・
耕
作
放
棄
地
の
集
積
利
用
、

環
境
に
配
慮
し
た
農
業
や
有
機
農
業
の

推
進
、
将
来
の
農
業
の
担
い
手
の
確
保

に
努
め
た
い
。
高
齢
化
の
進
む
農
業
委

員
会
も
改
選
期
を
控
え
て
い
る
の
で
、

若
者
・
女
性
の
農
業
委
員
の
登
用
に
つ

い
て
も
各
地
区
に
要
望
し
て
い
き
た
い
。 

が
ん
の
早
期
発
見
に
健
診
の
充
実
を

が
ん
の
早
期
発
見
に
健
診
の
充
実
を 

が
ん
の
早
期
発
見
に
健
診
の
充
実
を 

伊
藤
伊
佐
夫
議
員 

乳
が
ん
検
診
に
超
音
波
検
査
を 

　
乳
が
ん
を
早
期
発
見
す
る
に
は
、
若

い
世
代
で
は
超
音
波
検
査
が
発
見
で
き

る
確
率
が
高
い
。
超
音
波
検
査
を
導
入

で
き
な
い
か
。 

　
現
在
、
視
触
診
と
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

を
併
用
し
て
い
る
。
今
後
、
検
討
を
し

て
い
き
た
い
。 

 

負
担
増
よ
り
、
自
主
財
源
の
確
保
を 

　
町
有
施
設
や
土
地
の
空
き
ス
ペ
ー
ス

を
貸
し
出
し
、
財
源
確
保
し
て
は
。 

　
本
来
の
使
用
目
的
で
い
っ
ぱ
い
で
あ

る
。
事
業
を
妨
げ
な
い
範
囲
で
貸
し
出

し
て
い
く
。 

 

寄
付
条
例
の
制
定
を 

　
財
政
難
の
中
、
「
自
然
保
護
」
「
文

化
財
保
護
」
「
住
民
の
協
働
」
な
ど
事

業
目
的
を
特
定
し
た
寄
付
条
例
を
定
め

る
市
町
村
が
増
え
て
い
る
。
我
が
町
で

の
検
討
は
。 

　
現
在
の
仕
組
み
の
中
で
、
実
施
し
て

い
き
た
い
。 

 

遊
具
は
撤
去
よ
り
適
正
管
理
を 

　
遊
具
の
事
故
が
相
次
ぎ
、
撤
去
さ
れ

る
事
例
が
増
え
て
い
る
が
。 

　
児
童
遊
園
は
地
元
で
お
願
い
し
、
都

市
公
園
は
、
町
で
毎
月
点
検
し
て
い
る
。

遊
具
は
危
険
回
避
能
力
を
育
て
る
た
め

に
も
、
発
見
次
第
、
応
急
処
理
、
補
修
、

撤
去
す
る
も
の
な
ど
、
緊
急
性
を
判
断

し
な
が
ら
、
安
心
安
全
の
遊
具
の
管
理

に
努
め
る
。 

 

地
域
資
源
を
活
用
し
経
済
の
振
興
を 

　
地
域
経
済
活
性
化
の
た
め
、
中
小
企

業
地
域
資
源
活
用
促
進
法
を
活
用
し
て

は
ど
う
か
。 

　
守
口
大
根
、
名
古
屋
仏
壇
、
尾
洲
織

物
な
ど
５
種
類
が
指
定
を
受
け
た
。
支

援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
認
定
を
目
指

し
た
い
。 
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車イスでの避難支援訓練車イスでの避難支援訓練 車イスでの避難支援訓練 

災
害
時
の
要
援
護
者
の
支
援
策
に
つ
い
て

災
害
時
の
要
援
護
者
の
支
援
策
に
つ
い
て 

災
害
時
の
要
援
護
者
の
支
援
策
に
つ
い
て

災
害
時
の
要
援
護
者
の
支
援
策
に
つ
い
て 

災
害
時
の
要
援
護
者
の
支
援
策
に
つ
い
て 

千
田
成
年
議
員 

　
将
来
、
東
海
・
東
南
海
地
震
の
可
能

性
が
危
ぐ
さ
れ
る
中
、
高
齢
者
、
障
害

者
等
に
対
し
て
の
支
援
が
地
域
防
災
の

緊
急
課
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
今
後
、

扶
桑
町
と
し
て
、
要
援
護
者
支
援
マ
ッ

プ
の
作
成
を
検
討
さ
れ
て
い
る
の
か
。

さ
ら
に
、
個
人
情
報
保
護
の
問
題
も
あ

る
が
、
自
主
防
災
組
織
、
老
人
ク
ラ
ブ

組
織
な
ど
地
域
と
の
連
携
と
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
づ
く
り
の
観
点
か
ら
も
要
援
護
者

等
々
の
情
報
の
共
有
化
が
課
題
で
あ
る
。

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。 

　
現
在
、
総
務
課
、
介
護
健
康
課
、
福

祉
児
童
課
で
、
災
害
時
要
援
護
者
支
援

マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
検
討
委
員
会
を
開
催

し
、
主
な
事
項
と
し
て
、
マ
ッ
プ
の
作

成
、
支
援
団
体
と
の
連
携
、
防
災
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
、
情
報
の
提
供
と
個

人
情
報
の
管
理
を
中
心
に
協
議
を
進
め

協
働
体
制
の
確
立
を
検
討
し
て
い
る
。 

　
自
然
共
生
型
の
理
念
か
ら
整
備
さ
れ

た
高
雄
調
節
池
及
び
青
木
川
周
辺
で
は
、

近
年
、
雑
草
、
悪
臭
に
よ
る
汚
染
が
進

み
、
周
辺
の
環
境
が
心
配
さ
れ
、
そ
の

管
理
体
制
が
問
わ
れ
て
い
る
。
今
後
、

町
と
し
て
、
調
節
池
東
側
の
青
木
川
の

整
備
、
環
境
保
全
に
向
け
た
対
策
、
さ

ら
に
、
調
節
池
周
辺
の
安
心
安
全
の
点

か
ら
防
犯
灯
の
設
置
を
も
含
め
た
対
策

の
見
通
し
は
。 

　
高
雄
調
節
池
周
辺
の
環
境
状
況
は
、

十
分
と
は
い
え
な
い
中
、
こ
れ
ま
で
県

に
対
し
て
改
善
要
望
は
求
め
て
き
た
。

来
年
以
後
も
さ
周
辺
の
青
木
川
も
含
め

た
改
善
策
を
強
く
愛
知
県
に
要
望
し
、

形
と
し
て
見
え
て
く
る
様
な
、
環
境
保

全
策
に
努
力
し
て
い
く
。 

　
ま
た
、
防
犯
灯
を
１
か
所
設
置
し
た

が
、
今
後
増
設
に
つ
い
て
も
検
討
し
て

い
く
考
え
で
あ
る
。 

地
球
温
暖
化
防
止
環
境
対
策
に
つ
い
て

地
球
温
暖
化
防
止
環
境
対
策
に
つ
い
て 

地
球
温
暖
化
防
止
環
境
対
策
に
つ
い
て 

澤
木
　
昭
議
員 

　
環
境
、
健
康
に
よ
い
自
転
車
を
交
通

手
段
と
す
る
快
適
な
自
転
車
利
用
生
活

の
見
直
し
を
。 

　
現
在
、
自
転
車
は
幅
広
い
年
齢
層
に

通
勤
、
通
学
、
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
多
様
な

用
途
で
利
用
さ
れ
て
い
る
交
通
手
段
で

あ
り
、
環
境
負
荷
が
少
な
く
健
康
増
進

に
も
資
す
る
乗
り
物
で
あ
る
。
ま
す
ま

す
そ
の
利
用
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。 

　
町
道
の
大
部
分
は
生
活
道
路
で
あ
り
、

こ
の
生
活
道
路
は
自
転
車
、歩
行
者
道

は
も
と
よ
り
歩
道
の
整
備
も
進
ん
で
い

な
い
の
で
自
転
車
、
歩
行
者
、自
動
車

が
混
在
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。 

　
身
近
な
交
通
手
段
で
あ
る
自
転
車
の

安
全
、
適
切
な
利
用
を
し
よ
う
と
道
路

交
通
法
が
改
正
さ
れ
、
今
後
、
歩
道
と

自
転
車
の
分
離
な
ど
自
転
車
の
整
備
を

推
進
す
る
方
向
が
示
さ
れ
る
。
そ
の
状

況
を
踏
ま
え
、
今
後
の
道
路
行
政
に
反

映
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

　
交
通
区
分
の
状
況
は
。 

　
自
転
車
利
用
を
巡
る
状
況
は
、
町
道

総
延
長
２
４
８
㎞
に
対
し
て
、
歩
道
は

道
路
両
側
に
設
置
さ
れ
て
い
る
区
間
と

片
側
に
し
か
設
置
さ
れ
て
い
な
い
区
間

が
あ
り
、
そ
の
総
延
長
と
し
て
25
㎞
、

そ
の
う
ち
自
転
車
も
通
れ
る
自
転
車
歩

行
者
道
の
延
長
は
４
㎞
あ
り
、
割
合
に

す
る
と
歩
道
延
長
、
自
転
車
歩
行
者
道

延
長
は
そ
れ
ぞ
れ
10
％
と
１
・
６
％
と

な
っ
て
い
る
。
県
道
を
含
ん
だ
道
路
の

う
ち
、
普
通
自
転
車
歩
道
通
行
可
の
区

間
は
総
延
長
22
㎞
に
な
っ
て
い
る
。 

　
緑
地
公
園
や
尾
張
広
域
緑
道
を
除
く

一
般
道
路
に
お
い
て
は
、
一
部
の
主
要

道
路
で
自
転
車
歩
行
者
道
が
整
備
さ
れ
、

自
転
車
、
歩
行
者
が
共
有
し
て
い
る
が
、

専
用
の
自
転
車
走
行
区
間
は
な
い
。 
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安
全
な
歩
道
の
確
保
に
つ
い
て

安
全
な
歩
道
の
確
保
に
つ
い
て 

安
全
な
歩
道
の
確
保
に
つ
い
て

安
全
な
歩
道
の
確
保
に
つ
い
て 

安
全
な
歩
道
の
確
保
に
つ
い
て 

�
木
武
義
議
員 

　
町
道
山
那
・
五
郎
丸
線
及
び
町
道
６

７
６
号
線
の
変
則
交
差
点
は
、
砂
利
採

取
に
よ
る
大
型
ダ
ン
プ
等
の
通
行
経
路

に
も
な
っ
て
お
り
見
通
し
の
悪
い
危
険

な
カ
ー
ブ
区
間
で
あ
る
。
ま
た
堅
井
堀

排
水
路
の
防
護
さ
く
に
よ
り
路
肩
部
分

が
狭
く
な
り
歩
行
者
が
通
行
す
る
時
に

は
危
険
で
あ
る
。
小
学
校
へ
通
学
す
る

児
童
の
通
行
箇
所
で
も
あ
る
の
で
、
安

全
な
歩
道
の
確
保
を
し
て
ほ
し
い
が
。 

　
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
や
防
護
さ
く
等
を
再

検
討
し
、
歩
行
者
が
安
全
に
ス
ム
ー
ズ

に
交
差
点
を
移
動
で
き
る
よ
う
、調
査
、

研
究
し
て
い
く
。 

　
安
穏
寺
橋
の
歩
道
は
、
一
般
車
道
部

分
と
段
差
や
橋
り
ょ
う
車
道
部
と
の
間

に
す
き
間
が
あ
り
、
通
行
上
の
危
険
や

支
障
を
感
ず
る
極
め
て
狭
い
構
造
の
歩

道
部
に
な
っ
て
い
る
。
住
民
の
皆
様
が

安
心
・
安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う
な
歩

道
の
改
修
が
で
き
な
い
か
。 

　
地
域
住
民
の
方
々
が
安
心
・
安
全
に

利
用
で
き
る
歩
道
に
す
る
た
め
、
歩
道

の
拡
幅
等
の
改
修
を
視
野
に
、
調
査
・

研
究
を
し
て
い
く
。 

 
排
水
に
つ
い
て 

　
高
雄
字
道
塚
地
内
に
お
け
る
工
場
跡

地
の
開
発
計
画
に
つ
い
て
、
こ
の
区
域

隣
接
に
は
下
流
水
田
地
帯
へ
の
入
鹿
用

水
系
の
幹
線
用
水
路
が
あ
り
、
開
発
に

伴
う
排
水
が
水
田
用
水
へ
の
進
入
等
に

よ
る
問
題
が
生
ず
る
こ
と
も
予
想
さ
れ

る
。
開
発
の
内
容
や
排
水
系
統
に
つ
い

て
事
業
者
等
と
協
議
を
重
ね
、
慎
重
に

対
処
し
指
導
し
て
ほ
し
い
が
。 

　
開
発
計
画
が
な
さ
れ
て
き
た
折
に
は
、

開
発
の
事
業
内
容
や
事
業
規
模
等
を
十

分
把
握
す
る
と
と
も
に
、
排
水
系
統
に

つ
い
て
地
元
関
係
者
の
皆
様
に
迷
惑
に

な
ら
な
い
よ
う
、
慎
重
に
協
議
・
指
導

を
進
め
て
い
く
。 

医
療
関
連
の
有
資
格
者
人
材
確
保
に
つ
い
て

医
療
関
連
の
有
資
格
者
人
材
確
保
に
つ
い
て 

医
療
関
連
の
有
資
格
者
人
材
確
保
に
つ
い
て 

新
井
三
郎
議
員 

　
医
療
機
関
で
は
人
材
不
足
と
言
わ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
実
態
は
。 

　
扶
桑
町
は
、
尾
張
北
部
圏
域
医
療
圏

の
な
か
に
あ
る
が
、
そ
の
中
で
小
牧
・

春
日
井
市
民
病
院
で
は
、
再
就
業
者
支

援
制
度
い
わ
ゆ
る
再
就
業
カ
ム
バ
ッ
ク

募
集
に
よ
り
、
ゆ
と
り
あ
る
看
護
体
制

を
確
保
す
る
た
め
、
積
極
的
に
看
護
師

募
集
が
行
わ
れ
、
必
要
な
看
護
師
の
確

保
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
町
と
し
て

は
、尾
北
医
師
会
が
運
営
す
る
尾
北
看

護
学
校
に
近
隣
市
町
と
と
も
に
、
運
営

費
の
補
助
を
行
い
、
看
護
師
の
養
成
に

対
し
支
援
を
し
て
い
る
。 

　
医
療
機
関
に
勤
め
る
資
格
者
は
当
局

で
は
何
名
い
る
か
。 

　
扶
桑
町
に
は
、
保
健
師
は
保
健
セ
ン

タ
ー
に
５
名
、
福
祉
児
童
課
に
１
名
、

介
護
健
康
課
に
１
名
配
置
し
て
い
る
。 

　
ま
た
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
各

種
健
診
・
相
談
・
教
室
な
ど
の
事
業
に

臨
時
職
員
の
看
護
師
・
助
産
師
・
歯
科

衛
生
士
を
、
介
護
保
険
事
業
で
は
社
会

福
祉
士
・
看
護
師
を
臨
時
職
員
と
し
て

配
置
し
て
い
る
。 

　
広
報
ふ
そ
う
「
情
報
の
た
ま
て
箱
」

募
集
で
、
人
材
確
保
の
対
応
が
で
き
る

か
。 

　
医
療
保
険
事
業
に
従
事
す
る
保
健
師

の
募
集
な
ど
は
、
も
と
も
と
少
数
有
資

格
者
の
た
め
、
「
広
報
ふ
そ
う
」
だ
け

で
の
募
集
は
非
常
に
難
し
く
、
人
材
確

保
に
当
た
っ
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
方
法
で
、

具
体
的
に
は
「
広
報
無
線
」
「
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
」
「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
」
「
ナ
ー

ス
セ
ン
タ
ー
」
な
ど
に
依
頼
し
広
域
に

募
集
を
し
て
い
る
。
今
後
も
事
業
を
進

め
る
上
で
、
必
要
と
な
る
保
健
師
等
の

人
材
確
保
に
は
最
善
の
努
力
を
し
て
い

く
。 

１歳６か月健診（保健センター）１歳６か月健診（保健センター） １歳６か月健診（保健センター） 
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来
年
度
予
算
編
成
と
重
点
事
項

来
年
度
予
算
編
成
と
重
点
事
項 

来
年
度
予
算
編
成
と
重
点
事
項 

片
野
春
男
議
員 

急
げ
、
ガ
ラ
ス
飛
散
防
止
対
策

急
げ
、
ガ
ラ
ス
飛
散
防
止
対
策 

急
げ
、
ガ
ラ
ス
飛
散
防
止
対
策 

児
玉
孝
明
議
員 

ガラス飛散防止テープを張った窓ガラス（柏森小学校） ガラス飛散防止テープを張った窓ガラス（柏森小学校） 

　
本
年
度
不
交
付
と
な
っ
た
普
通
交
付

税
に
つ
い
て
、
来
年
度
は
ど
の
よ
う
に

な
る
と
予
測
し
て
い
る
か
。 

　
予
算
編
成
作
業
中
の
た
め
不
確
定
で

は
あ
る
が
、
基
準
財
政
需
要
額
で
臨
時

財
政
対
策
債
振
替
額
の
減
少
や
公
債
費

の
算
入
額
が
増
え
る
こ
と
か
ら
、
多
額

で
は
な
い
も
の
の
、
再
び
交
付
団
体
に

な
る
と
予
測
し
て
い
る
。 

　
町
税
な
ど
の
自
主
財
源
は
、
ど
の
よ

う
に
推
移
す
る
と
見
込
ん
で
い
る
か
。 

　
町
税
は
若
干
の
増
額
を
予
測
し
て
い

る
が
、
繰
越
金
や
財
産
収
入
な
ど
の
減

に
よ
り
、
自
主
財
源
と
し
て
は
減
額
に

な
る
と
見
込
ん
で
い
る
。 

　
減
収
分
の
財
源
は
ど
う
す
る
の
か
。 

　
行
財
政
改
革
の
着
実
な
実
現
と
企
業

誘
致
や
町
税
収
納
率
の
向
上
な
ど
に
取

り
組
む
が
、
不
足
分
に
つ
い
て
は
財
政

調
整
基
金
を
取
り
崩
す
こ
と
に
な
る
。 

　
重
点
施
策
で
あ
る
安
心
安
全
の
ま
ち

づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。 

　
高
雄
小
の
耐
震
・
大
規
模
改
修
、
山

名
保
育
園
・
中
央
公
民
館
の
改
修
、
防

災
行
政
無
線
親
局
の
更
新
、
般
若
用
水

調
節
池
の
用
地
取
得
、
家
具
転
倒
防
止

補
助
、
木
造
住
宅
耐
震
診
断
、
ス
ク
ー

ル
ガ
ー
ド
な
ど
、
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の

両
面
か
ら
推
進
し
て
い
き
た
い
。 

　
行
財
政
改
革
の
今
後
の
取
組
は
。 

　
第
４
次
総
合
計
画
で
描
く
将
来
像
と

基
本
理
念
の
実
現
に
向
け
、
で
き
る
だ

け
歳
入
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
子
ど

も
た
ち
の
世
代
に
負
の
遺
産
を
残
さ
な

い
た
め
に
も
、
歳
入
に
見
合
っ
た
歳
出

を
心
が
け
て
い
き
た
い
。 

　
合
併
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。 

　
現
在
、
近
隣
市
町
と
の
意
見
交
換
の

入
り
口
に
あ
り
、
意
見
交
換
の
機
会
を

求
め
な
が
ら
方
向
性
を
見
い
だ
し
た
い
。 

　
文
部
科
学
省
は
学
校
保
健
法
を
改
正

し
、
従
来
の
「
け
が
防
止
」
か
ら
「
防

犯
・
防
災
」
に
転
換
す
る
方
針
で
、
子

ど
も
が
事
件
・
事
故
・
自
然
災
害
に
巻

き
込
ま
れ
た
と
の
想
定
で
、
危
機
対
応

策
を
ま
と
め
た
「
学
校
安
全
計
画
」
の

策
定
を
各
学
校
に
要
請
し
安
全
管
理
の

徹
底
を
図
る
と
し
て
い
る
。 

　
現
在
建
設
中
の
柏
森
小
学
校
増
築
工

事
で
は
ガ
ラ
ス
飛
散
防
止
対
策
を
行
っ

て
い
る
が
、
対
策
が
済
ん
で
い
な
い
小

中
学
校
・
保
育
園
の
今
後
の
ガ
ラ
ス
飛

散
防
止
対
策
の
計
画
は
。 

　
小
中
学
校
で
は
、
平
成
17
年
度
か
ら

透
明
粘
着
テ
ー
プ
で
、
職
員
に
よ
り
で

き
る
と
こ
ろ
か
ら
応
急
的
対
応
で
、
普

通
教
室
数
１
０
０
教
室
の
う
ち
76
教
室

が
実
施
済
み
。 

　
現
在
工
事
中
の
柏
森
小
学
校
増
築
工

事
で
は
ガ
ラ
ス
飛
散
防
止
対
策
を
行
う
。 

　
足
場
等
の
経
費
の
関
係
か
ら
、
来
年

の
高
雄
小
学
校
耐
震
工
事
も
含
め
、
今

後
の
耐
震
工
事
や
大
規
模
改
修
時
に
対

応
し
て
い
く
。 

　
保
育
園
で
は
、
現
在
ガ
ラ
ス
飛
散
防

止
対
策
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状

で
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
・
安
心

を
確
保
す
る
た
め
、
乳
幼
児
室
や
間
仕

切
り
壁
、
木
製
建
具
の
ガ
ラ
ス
を
優
先

的
に
対
応
し
た
い
。
今
後
の
増
改
築
や

耐
震
工
事
の
時
に
併
せ
て
対
応
す
る
。 

　
町
が
目
指
し
て
い
る
補
完
・
協
働
に

つ
い
て
、
ガ
ラ
ス
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム

張
り
で
、
町
が
材
料
を
提
供
し
施
工
を

住
民
が
担
っ
て
い
く
こ
と
は
。 

　
協
働
に
対
す
る
基
本
的
姿
勢
と
し
て
、

可
能
な
場
合
、
ガ
ラ
ス
飛
散
防
止
対
策

を
実
施
す
る
方
法
と
し
て
補
完
・
協
働

の
姿
で
実
施
で
き
れ
ば
良
い
こ
と
で
あ

り
考
え
て
い
き
た
い
。 
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平
成
平
成
20
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て 

平
成
20
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て 

　
福
祉
、
学
校
、
道
路
整
備
、
各
種
団

体
助
成
、
補
助
金
等
は
町
民
の
立
場
に

立
ち
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
組
み
込
ま

れ
て
い
る
か
。 

　
好
調
な
法
人
町
民
税
、
償
却
資
産
を

中
心
と
し
た
固
定
資
産
税
等
の
増
収
に

よ
り
、
地
方
交
付
税
の
不
交
付
団
体
と

な
っ
た
が
、
平
成
20
年
度
が
第
４
次
総

合
計
画
の
初
年
度
に
な
り
、
住
民
の
視

点
に
立
ち
、
限
ら
れ
た
資
源
を
有
効
に

活
用
し
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
事
業

に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

　
福
祉
、
衛
生
費
関
係
で
は
、
高
齢
者

及
び
障
害
者
な
ど
交
通
弱
者
に
タ
ク
シ

ー
料
金
助
成
、
子
ど
も
医
療
制
度
の
拡

充
、
山
名
保
育
園
の
耐
震
補
強
。
土
木

費
関
係
で
は
、
下
水
道
整
備
事
業
、
犬

山
富
士
線
整
備
事
業
な
ど
の
施
工
。
教

育
費
関
係
で
は
、
放
課
後
子
ど
も
広
場

の
試
行
、
教
員
補
助
支
援
員
配
置
、
高

雄
小
学
校
の
耐
震
補
強
、
大
規
模
改
修

事
業
な
ど
、
各
種
団
体
の
助
成
、
補
助

金
は
事
業
の
必
要
性
、
経
済
性
、
公
平

性
な
ど
を
検
証
し
て
、
進
め
て
い
る
段

階
に
あ
る
。 

　
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
少
し
で

も
対
応
で
き
る
よ
う
、
予
算
編
成
を
考

え
て
い
る
。 

町
道
の
利
用
に
つ
い
て 

　
日
常
の
生
活
道
路
と
し
て
住
民
に
幅

広
く
利
用
さ
れ
る
道
路
に
農
作
業
、
家

庭
菜
園
の
雑
草
を
投
棄
し
な
い
よ
う
立

看
板
等
で
指
導
で
き
な
い
か
。 

　
道
路
利
用
者
に
迷
惑
と
な
り
、
環
境

美
化
の
点
か
ら
も
、
よ
く
な
い
行
為
で

あ
る
。
道
路
へ
の
投
棄
に
つ
い
て
は
、

広
報
に
掲
載
す
る
。
ま
た
、
家
庭
菜
園

の
更
新
時
期
で
あ
る
３
月
の
申
込
み
時

点
に
、
利
用
者
に
対
し
雑
草
の
始
末
を

徹
底
し
て
い
く
。 

江
口
勝
敏
議
員 

家庭菜園家庭菜園 家庭菜園 

町
政
に
つ
い
て

町
政
に
つ
い
て 

町
政
に
つ
い
て 

　
社
会
情
勢
が
極
め
て
厳
し
く
、
医
療

介
護
、
保
育
料
な
ど
住
民
サ
ー
ビ
ス
が

低
下
す
る
中
、
改
め
て
町
長
に
立
候
補

さ
れ
た
時
点
の
思
い
、
決
意
し
た
時
の

考
え
方
は
。
ま
た
、
考
え
ど
お
り
実
行

運
営
さ
れ
て
い
る
か
。 

　
町
政
に
微
力
な
が
ら
尽
く
し
た
い
。

ま
た
、
公
約
は
、
世
代
を
越
え
て
共
感

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
、
視
点
は
、
行
財

政
改
革
、
住
民
力
の
発
揮
、
安
心
と
安

全
な
暮
ら
し
、
そ
れ
ら
に
対
し
誠
意
を

も
っ
て
真
剣
に
遂
行
し
て
い
る
。 

　
町
長
は
、
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
に

自
身
の
給
与
の
10
％
引
下
げ
を
諮
問
さ

れ
た
が
、
そ
の
真
意
は
。 

　
か
ね
て
よ
り
自
主
的
に
判
断
す
る
考

え
を
表
明
し
て
お
り
、
そ
れ
に
準
拠
し

て
扶
桑
町
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
答

申
を
得
た
も
の
で
あ
る
。 

　
町
長
の
交
際
費
、
慶
弔
費
等
の
支
出

内
訳
は
。 

　
各
種
団
体
総
会
、
地
区
懇
談
会
、
各

種
行
事
・
大
会
の
祝
い
金
な
ど
で
、
慶

弔
金
と
し
て
は
香
典
、
供
花
、
見
舞
金

な
ど
総
額
約
43
万
円
を
内
規
に
基
づ
き

支
出
し
て
い
る
。 

　
平
成
18
年
度
一
般
会
計
歳
出
約
82
億

７
２
０
８
万
円
の
う
ち
、
人
件
費
の
金

額
、
割
合
は
ど
れ
く
ら
い
か
。
ま
た
、

民
生
費
な
ど
項
目
別
で
は
ど
う
か
。 

　
人
件
費
は
、
約
18
億
５
４
８
７
万
円

で
割
合
は
22
・
４
％
で
あ
る
。
項
目
別

で
は
、
議
会
費
１
億
２
７
１
６
万
円
で

６
・
９
％
、
総
務
費
６
億
２
４
０
２
万

円
で
33
・
６
％
、
民
生
費
５
億
２
９
４

４
万
円
で
28
・
５
％
、
教
育
費
３
億
６

２
３
８
万
円
で
19
・
５
％
で
あ
る
。 

　
今
後
、
町
長
の
交
際
費
、
財
政
歳
出

の
内
訳
を
広
報
で
公
表
で
き
な
い
か
。 

　
で
き
る
だ
け
公
表
す
る
。 

渡
辺
　
勝
議
員 

老人クラブ連合会グラウンドゴルフ大会（総合グラウンド） 老人クラブ連合会グラウンドゴルフ大会（総合グラウンド） 老人クラブ連合会グラウンドゴルフ大会（総合グラウンド） 老人クラブ連合会グラウンドゴルフ大会（総合グラウンド） 
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長
寿
社
会
に
向
け
長
寿
の
方
々
に
ビ
ジ
ネ
ス
の
取
入
れ
を

長
寿
社
会
に
向
け
長
寿
の
方
々
に
ビ
ジ
ネ
ス
の
取
入
れ
を 

長
寿
社
会
に
向
け
長
寿
の
方
々
に
ビ
ジ
ネ
ス
の
取
入
れ
を 

�
木
鎬
逸
議
員 

猿尾堤が必要と考えられる犬山境付近猿尾堤が必要と考えられる犬山境付近 猿尾堤が必要と考えられる犬山境付近 

　
年
を
取
っ
て
も
元
気
で
多
く
の
方
が

頑
張
っ
て
い
る
。
こ
の
方
々
に
楽
し
み

に
な
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
な
る
仕
事
を
考

え
た
ら
ど
う
か
。
あ
る
町
で
は
木
の
芽

を
摘
ん
で
市
場
に
出
し
て
楽
し
み
を
つ

く
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
一
例
で
あ
る
が
、

こ
の
よ
う
な
仕
事
こ
そ
が
長
寿
の
秘
け

つ
と
思
う
。
花
を
作
っ
て
い
る
方
、
野

菜
を
作
っ
て
い
る
方
な
ど
が
庁
舎
の
玄

関
な
ど
で
販
売
が
で
き
た
ら
、
楽
し
み

が
で
き
一
層
元
気
が
で
て
、
高
齢
化
対

策
に
も
な
る
の
で
は
。 

　
扶
桑
町
の
11
月
末
現
在
の
高
齢
者
化

率
は
20
・
３
％
で
高
齢
社
会
と
な
っ
て

い
る
。
高
齢
者
の
方
が
、
健
康
で
長
生

き
す
る
た
め
に
は
、
生
き
が
い
を
持
っ

て
毎
日
を
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
大
切

と
考
え
る
。
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く

り
と
し
て
「
高
齢
者
生
き
が
い
活
動
推

進
事
業
」
を
推
進
し
て
い
る
。
活
動
に

つ
い
て
は
、
支
援
を
行
っ
て
い
く
。
高

齢
者
の
方
が
趣
味
で
作
っ
た
作
品
の
展

示
、
販
売
な
ど
は
、
一
つ
の
方
法
か
と

思
う
の
で
今
後
の
研
究
課
題
に
す
る
。 

 

木
曽
川
の
扶
桑
町
内
に
二
重
堤
防
建

設
を
国
に
要
望
を 

　
木
曽
川
の
扶
桑
町
地
内
は
、
危
険
箇

所
が
あ
る
。
二
重
堤
を
造
ら
な
け
れ
ば

危
な
い
と
思
う
が
。 

　
山
那
付
近
の
木
曽
川
は
流
れ
が
曲
が

っ
て
い
る
所
が
あ
り
、
激
流
が
ぶ
つ
か

り
破
堤
し
て
い
く
可
能
性
も
あ
る
。
本

堤
防
を
守
る
猿
尾
堤
の
必
要
を
考
え
、

河
川
管
理
者
で
あ
る
国
土
交
通
省
に
働

き
か
け
て
い
く
。 

　
扶
桑
町
地
内
の
堤
防
の
ご
み
の
不
法

投
棄
に
困
っ
て
い
る
。
違
法
と
い
う
看

板
を
立
て
ら
れ
な
い
か
。 

　
ご
み
の
投
棄
は
犯
罪
と
い
う
看
板
を

関
係
機
関
に
話
し
て
い
き
た
い
。 

※
猿
尾
堤
…
洪
水
の
際
、
水
流
を
さ
え
ぎ
り 

　
水
勢
を
弱
め
堤
防
の
決
壊
を
防
ぐ 

　
子
育
て
し
な
が
ら
働
き
続
け
る
た
め

に
は
安
心
し
て
預
け
ら
れ
る
保
育
体
制

が
必
要
で
あ
る
。
来
年
度
、
入
園
を
希

望
す
る
園
児
の
受
入
体
制
の
状
況
は
。 

　
現
段
階
で
は
来
年
度
の
申
込
者
全
員

を
正
規
職
員
で
保
育
で
き
る
。 

　
産
休
・
育
児
休
暇
後
の
保
育
要
望
は

年
度
途
中
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
安
心

し
て
職
場
に
復
帰
す
る
こ
と
や
就
職
活

動
す
る
た
め
に
も
入
所
希
望
を
予
約
で

き
る
制
度
の
導
入
は
で
き
な
い
か
。 

　
予
約
制
度
は
実
施
で
き
な
い
。 

 

子
ど
も
の
居
場
所
・
児
童
館
建
設
を 

　
課
題
に
な
っ
て
い
る
児
童
館
建
設
計

画
の
状
況
と
マ
ン
モ
ス
化
し
て
い
る
留

守
家
庭
児
童
会
の
改
善
を
一
刻
も
早
く

実
施
す
べ
き
と
思
う
が
。 

　
児
童
館
は
現
有
施
設
を
有
効
利
用
す

る
こ
と
を
検
討
し
た
い
。
来
年
度
か
ら

放
課
後
子
ど
も
教
室
を
生
涯
学
習
課
で

開
設
し
、
留
守
家
庭
児
童
会
を
福
祉
児

童
課
に
移
行
す
る
こ
と
で
、
ゆ
と
り
が

で
き
る
と
推
測
し
て
い
る
。 

 

町
道
、
中
ノ
山
線
の
交
通
安
全
対
策
を 

　
山
名
小
学
校
南
か
ら
高
雄
へ
通
ず
る

町
道
、
中
ノ
山
線
は
、
最
近
も
交
通
事

故
が
多
発
し
て
い
る
。
学
童
、
高
齢
者

な
ど
歩
行
者
の
安
全
を
守
る
た
め
に
歩

道
や
信
号
機
設
置
を
急
ぐ
必
要
が
あ
る

が
。 

　
多
額
な
予
算
が
必
要
な
た
め
、
当
面

は
啓
発
活
動
に
力
を
入
れ
た
い
。 

 

住
民
合
意
が
前
提
の
新
橋
建
設
計
画 

　
県
や
町
は
新
愛
岐
大
橋
建
設
計
画
に

つ
い
て
「
計
画
は
住
民
合
意
が
前
提
」

と
約
束
さ
れ
た
。
今
後
、
地
権
者
は
も

ち
論
、
南
山
名
・
山
那
住
民
の
合
意
を

ど
の
よ
う
に
確
認
さ
れ
る
か
。
説
明
会

を
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

　
住
民
合
意
は
承
知
し
て
い
る
。
説
明

会
を
行
う
よ
う
県
に
伝
え
る
。 

子
育
て
支
援
保
育
行
政
の
充
実
を

子
育
て
支
援
保
育
行
政
の
充
実
を 

子
育
て
支
援
保
育
行
政
の
充
実
を 

小
室
美
代
子
議
員 町道南山名・宮前線（旧中ノ山線：山名小学校南側）町道南山名・宮前線（旧中ノ山線：山名小学校南側） 町道南山名・宮前線（旧中ノ山線：山名小学校南側） 
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住
民
犠
牲
の
「
行
政
改
革
」
は
中
止
せ
よ

住
民
犠
牲
の
「
行
政
改
革
」
は
中
止
せ
よ 

住
民
犠
牲
の
「
行
政
改
革
」
は
中
止
せ
よ 

小
林
　
明
議
員 

　
平
成
16
年
度
に
行
政
改
革
大
綱
を
策

定
し
、
そ
の
際
財
政
の
見
通
し
「
財
政

フ
レ
ー
ム
」
に
よ
り
、
保
育
料
値
上
げ
、

国
保
税
値
上
げ
、
小
中
学
校
の
自
然
教

室
助
成
廃
止
、
敬
老
金
廃
止
な
ど
を
決

め
、
実
行
し
て
き
た
。
日
本
共
産
党
は

当
初
か
ら
「
財
政
フ
レ
ー
ム
」（
見
込
み
）

が
歳
入
を
過
小
に
、
歳
出
を
過
大
に
見

込
ん
だ
も
の
と
指
摘
し
て
き
た
。
財
政

フ
レ
ー
ム
と
実
際
と
比
較
す
れ
ば
、そ

の
こ
と
が
明
白
。
住
民
負
担
と
サ
ー
ビ

ス
切
捨
て
は
や
ら
な
く
て
も
済
ん
だ
。

今
後
、学
童
保
育
の
有
料
化
、使
用
料
、

手
数
料
の
値
上
げ
も
行
政
改
革
の
項
目

に
入
っ
て
い
る
が
、
住
民
犠
牲
の
行
政

改
革
は
中
止
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
。 

　
行
政
改
革
は
全
国
的
に
行
わ
れ
て
お

り
、
将
来
の
財
政
を
見
極
め
る
な
ら
行

政
改
革
は
必
要
と
考
え
る
。 

 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
凍

結
・
中
止
を 

　
75
歳
以
上
の
高
齢
者
一

人
一
人
か
ら
保
険
料
を
徴

収
し
、
保
険
料
が
払
え
な

け
れ
ば
、
保
険
証
を
取
り

上
げ
る
。
医
療
も
必
要
な

医
療
が
受
け
ら
れ
な
い
な

ど
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
ひ
ど
い
も

の
だ
。
住
民
の
生
活
と
健
康
、
命
を
守

る
た
め
、
国
に
凍
結
、
中
止
を
求
め
る

必
要
が
あ
る
が
、
ど
う
考
え
る
の
か
。 

　
国
の
制
度
で
実
施
す
る
も
の
。
少
子

高
齢
化
に
伴
う
医
療
費
抑
制
を
図
る
も

の
で
中
止
を
求
め
る
考
え
は
な
い
。 

　
助
成
制
度
を
廃
止
し
た
が
、
小
中
学

校
の
自
然
教
室
事
業
の
目
的
は
。 

　
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
な
ど
学
校
教
育

で
は
得
難
い
体
験
を
与
え
、
児
童
生
徒

の
健
全
な
育
成
を
図
る
こ
と
で
あ
る
。 

　
柏
森
小
校
舎
増
築
工
事
の
違
法
行
為

を
町
長
は
言
葉
だ
け
の
陳
謝
で
済
ま
せ

る
の
か
。
形
に
表
れ
た
責
任
を
取
る
べ

き
だ
が
。 

　
自
戒
を
表
明
し
、
深
く
陳
謝
し
た
。 

山名小学校仲間と学ぶ宿泊体験教室 
（岐阜県伊自良川） 

山名小学校仲間と学ぶ宿泊体験教室 
（岐阜県伊自良川） 

保険でより良い歯科医療の実現を求める意見書 障害者（児）のいのちとくらしを守る 
支援施策に関する意見書 

　歯や口腔の機能が全身の健康、介護・療養上の改善に大きな役
割を果たすことが厚生労働省の厚生労働科学研究等で実証されて
いる。また、その結果として医療費を抑制する効果があることが
「8020推進財団」等の調査・研究で実証されている。 
　しかしながら、公的医療費の抑制により患者の自己負担が増大
し、保険で歯科診療を受けにくくなっている。「国民生活基礎調
査」によると、歯科疾患の自覚症状がある国民は144万６千人い
るのに、歯科治療を受けているのは95万９千人で、約３割が通
院を控えている。国民は患者負担を減らしてほしいと切望してい
る。 
　また、実質的に医療内容を左右する診療報酬は過去３回続けて
引き下げられ、保険でより良くかめる入れ歯を作ることや、歯周
病の治療・管理をしっかりと行うことが難しくなっている。その
うえ歯科では、金属板の入れ歯、セラミックを用いたメタルボン
ド、レーザー治療などが普通に行われているが、過去30年にわ
たり新しい治療法が保険に取り入れられていないため、「保険の
きく範囲を広げてほしい」という声が、患者・国民の一番の願い
となっている。 
　したがって、国及び政府においては、医療費の総枠を拡大し、
患者負担を増大させることなく、保険でより良い歯科医療を確保
するため、次の事項について実現されるよう強く要望する。  

記  
１．患者の窓口負担を軽減すること。 
２．良質な歯科医療ができるよう診療報酬を改善すること。 
３．安全で普及している歯科技術を保険がきくようにすること。 
提出先は、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、
厚生労働大臣あてです 

　障害者自立支援法が本格施行され１年が経過した。 
　今、政府においては介護報酬の改定の検討に入っているが、障
害者の介護の現状は、給与水準の低さなどから従事者の離職が相
次ぎ、自立及び社会参加の支援が危険に瀕している。 
　一方、障害者自立支援法は市町村の責務として、自立支援給付
及び地域生活支援事業を総合的かつ計画的に行うこととされてい
るが、政府の市町村への予算措置は障害者自立支援法の理念を地
域で進める上で不十分であり、市町村格差をうむものとなってい
る。 
　こうした諸問題を解決するとともに、障害のある人の暮らしに
責務をもつ立場として、国会及び政府に対して次の措置を講ずる
よう強く要望する。  

記  
１．福祉・医療における「定率負担制度」を即刻中止すること。 
２．報酬単価を年度途中にあっても引き上げること。 
　　また、施設への日額払制度を月額払制度に戻すこと。 
３．障害者・児が必要な援助を受けられるよう、市町村が必要な
支給決定を行うために、国は利用量に応じた補助を行うこと。 
４．市町村が行う地域生活支援事業の格差が生じないよう、国は
経費の２分の１を負担すること。特に、移動支援事業にかかわ
っては、必要な時間数を支援できるよう経費負担すること。 
５．以上と平行して、障害者自立支援法を含め障害者施策の抜本
的な見直しを協議する場を政府として内閣府に設けること。 
提出先は、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、
厚生労働大臣あてです 
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12月議会で可決した意見書 12月議会で可決した意見書 

現行保育制度の堅持・拡充、保育・学童保育・ 
子育て支援予算の大幅増額を求める意見書 

地方税財源の拡充についての意見書 

　急激な少子化の進行、児童虐待など子育て困難が広がる中で、
安心して子どもを産み育てられる環境の整備が切実に求められ
ており、保育・学童保育・子育て支援への期待がかつてなく高
まっている。 
　政府は国を挙げて次世代育成支援、少子化対策に取り組むと
しながら、一方で公立保育所運営費の一般財源化や保育予算の
削減、公立保育所廃止・民営化の推進、幼稚園・保育所の現行
基準を大幅に切り下げて認可外施設も認める「認定こども園」
制度を推進し、保育の公的責任と国の基準（ナショナルミニマム）
を後退させ、公的保育制度をなし崩しにしようとしていることは、
国会で採択された請願内容と大きく矛盾するものである。 
　加えて、地方分権推進委員会や規制改革会議、重点戦略検討
会議など政府の関係機関が、直接契約導入、最低基準の見直し
など、現行保育制度の見直しを求める議論を進めようとしてい
るが、こうした見直しが実施されれば、保育の地域格差が大き
く広がるだけでなく、家庭の経済状況により、子どもが受ける
保育のレベルにも格差が広がる危険性がある。 
　よって、政府におかれては、下記項目の具体化を図られるよ
う強く要望する。  

記  
１．現行保育制度を堅持・拡充し、直接入所方式や直接補助方
式を導入しないこと。 
２．保育所最低基準、幼稚園設置基準を堅持し、抜本的に改善
すること。 
３．保育所、幼稚園、学童保育、子育て支援施策関連予算を大
幅に増額すること。 
４．子育てにかかわる保護者負担を軽減し、労働時間の短縮な
ど仕事と子育ての両立のための環境整備を進めること。 
提出先は、内閣総理大臣、財務大臣、厚生労働大臣、少子化対
策担当大臣あてです 

　全国で医師不足により地域の病院や診療科が休止され、必要な
医療が受けられないという深刻な事態が起こっている。愛知県内
でも62病院が医師不足による診療科の休止や制限、診療日数の
制限（平成19年６月末現在）などを行っており、医師不足の実
態とその原因を明らかにし、緊急に対策をとることが求められて
いる。 
　日本の医師数は、ＯＥＣＤ加盟30か国の平均３.１人（人口
１, 000人当たり）に対して２.０人と絶対数そのものが非常に少
なく、どの地域でも深刻な不足に陥っている。 
　医師不足の解決には、①医学部定員削減の閣議決定を見直し、
医師養成数を増やす、②勤務医が働き続けられるように環境整備
と必要な財源措置を講じる、③僻地勤務や不足が著しい専門科を
積極的に選択できる条件づくり、④医療事故の原因究明と再発事
故防止を目的にした第三者機関設置や無過失保障制度の確立など
早急に対応策を講じることが重要である。 
　よって、国において医師の養成を大幅に増やし、勤務条件の改
善を図るため、医師確保に向けて必要な法律（仮称・医師確保法）
を制定し、必要な予算措置をとることを求めるものである。 
提出先は、内閣総理大臣、厚生労働大臣、文部科学大臣、総務大
臣あてです 

　今、看護の現場は、過酷な勤務実態、仕事に追われ満足な看

護ができないジレンマの中で離職が相次ぎ、看護職員不足は深

刻な問題であり、安全で行き届いた看護を実現するために、増

員と離職防止は切実な課題となっている。 

　「看護師等の人材確保の促進に関する法律（看護職員確保法）」

が1992年に制定され、人員確保に一定の効果を上げてきたが、

さらに看護職員の確保と離職防止に有効な施策へと強化するこ

とが求められている。 

　現行法を、①月８日以内夜勤など夜勤の最低規制に強制力を

持たせる、②看護職員確保法の現行「基本指針」を「看護職員

確保計画」に改め、国と自治体が中心となって看護師確保を計

画的に進める仕組みをつくるなどの改正が必要である。 

　166通常国会でも、「医師・看護師など医療従事者の大幅増員」

「看護職員は、夜間は患者10人に１人以上、日勤時は患者４人

に１人以上」「夜勤日数を月８日以内に規制するなど看護職員

確保法の改正」を求める請願署名も採択されている。 

　よって、国において看護職員を大幅に増員するため、夜勤を

月８日以内に規制するなど「看護師等の人材確保の促進に関す

る法律」を改正することを求めるものである。 

提出先は、内閣総理大臣、厚生労働大臣、文部科学大臣、総務

大臣あてです 

　現在、国は地方間の税源の偏在是正の観点から、地方法人二税

を見直し、都市部の税収を地方に振り向ける議論を進めている。 

　しかしながら、そもそも現在の地方財政の疲弊は、三位一体改

革時に税源移譲とは無関係に行われた５．１兆円にも及ぶ地方交

付税の大幅削減に起因するものであり、今回の地方法人二税の見

直しは、地方の自主・自立の行財政運営を妨げ、地方分権に逆行

する議論と言わざるを得ない。 

　また、今回の地方法人二税の見直しは、受益に応じて負担する

地方税の原則をないがしろにするものであり、これまでに地方が

行ってきた企業誘致による税源涵養努力を無にするものである。 

　よって、国におかれては、真の地方分権の実現に向けて、国と

地方の役割分担を明確にした上で、地方が役割に応じた税財源を

確保するため、下記事項について特段の措置を講じられるよう要

望する。 
 

記 
 

１．地方法人二税の見直し以前に、大幅削減によって財源保障・

財源調整機能が低下している地方交付税の復元・充実を図るこ

と。 

２．地方交付税の特別枠など地域間格差への対応は、不交付団体

の超過財源ではなく、国の責任と財源において行うこと。 

３．地方の自主性と自立性を高める権限移譲を行うとともに、地

方税の原則を踏まえた国から地方への税源移譲を行うこと。 

提出先は、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、

財務大臣あてです 
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